
【発行】
厚木基地爆音防止期成同盟

発行責任者
事務所　大和市桜森３-５-３
　　　　　　　フォント 1F

TEL 046-240-7450
FAX 046-261-5615

bakudou@kanagawa.email.ne.jp

大 波 修 二

厚 木 基 地 爆 音 防 止 期 成 同 盟 会 報（1）   2014 年 11 月 28 日 第 276 号 厚 木 基 地 爆 音 防 止 期 成 同 盟 会 報（2）   2014 年 11 月 28 日 第 276 号

オスプレイの
飛来をやめろ！

　
オ
ス
プ
レ
イ
は
事
前
に
付
近
住
民
へ

の
説
明
も
な
く
、
と
う
と
う
厚
木
基
地

に
今
年
七
月
十
五
日
に
一
機
が
飛
来
し
、

次
い
で
八
月
十
八
日
、
四
機
が
、
さ
ら

に
十
月
二
十
五
日
に
一
機
、
十
一
月
六

日
に
三
機
が
飛
来
し
ま
し
た
。
つ
い
に

私
た
ち
は
オ
ス
プ
レ
イ
に
身
近
に
接
す

る
羽
目
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
こ
の
オ
ス
プ
レ
イ
の
私
た
ち

の
生
活
へ
の
影
響
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

私
た
ち
は
厚
木
基
地
に
新
し
く
配
備
さ

れ
る
機
体
を
い
く
つ
も
見
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
の
オ
ス
プ
レ
イ
は
従
来
の
常

識
を
超
え
た
危
険
性
を
は
ら
む
機
体
だ

と
言
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
オ
ス
プ
レ
イ
の
開
発
が
始
ま
っ
て
以

来
、
今
日
ま
で
各
地
で
事
故
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。

　
第
一
回
目
の
事
故
は
一
九
九
一
年
六

月
、
左
右
に
揺
れ
離
陸
後
エ
ン
ジ
ン
ナ

セ
ル
と
ロ
ー
タ
ー
が
接
地
し
転
覆
。
二

回
目
は
九
二
年
七
月
、
米
国
内
で
飛
行

中
エ
ン
ジ
ン
ナ
セ
ル
か
ら
出
火
し
て
、

機
体
は
ポ
ト
マ
ッ
ク
川
に
墜
落
七
名
死

亡
。
三
回
目
は
二
千
年
四
月
夜
間
演
習

中
墜
落
、
兵
員
含
む
十
九
名
死
亡
。
四

回
目
は
同
年
十
二
月
夜
間
訓
練
中
墜
落
、

四
名
死
亡
。
五
回
目
は
〇
九
年
燃
料
切

れ
で
不
時
着
、
草
地
が
燃
え
機
体
損
傷
。

六
回
目
は
一
〇
年
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
南

部
で
着
陸
に
失
敗
、
横
転
し
て
四
名
死

亡
。
七
回
目
は
モ
ロ
ッ
コ
で
揚
陸
艦
か

ら
離
艦
後
墜
落
、
二
名
死
亡
二
名
重
傷
。

八
回
目
は
十
二
年
六
月
ア
メ
リ
カ
・
フ

ロ
リ
ダ
州
南
部
で
墜
落
五
名
負
傷
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
何
故
、
事
故
が
多
発
し
た
の
か
と
い

え
ば
、
オ
ス
プ
レ
イ
は
構
造
に
無
理
が

あ
り
高
速
で
大
量
輸
送
で
き
る
固
定
翼

機
と
、
狭
い
と
こ
ろ
で
も
任
意
に
離
着

陸
で
き
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
機
能
を
一

つ
の
機
体
に
持
た
せ
た
こ
と
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。
即
ち
約
十
四
メ
ー
ト
ル
の

長
さ
の
水
平
固
定
翼
の
両
端
に
、
水
平

と
垂
直
に
向
き
を
変
え
ら
れ
る
エ
ン
ジ

ン
を
取
り
付
け
、
そ
の
先
端
に
直
径
十

一
・
五
八
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ー
タ
ー
を
と

り
つ
け
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
ロ
ー
タ
ー

が
水
平
飛
行
の
時
は
プ
ロ
ペ
ラ
と
し
て

機
体
を
水
平
に
推
進
し
、
離
着
陸
の
時

は
エ
ン
ジ
ン
が
垂
直
に
な
っ
て
ロ
ー

タ
ー
は
地
面
と
水
平
に
回
り
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
よ
う
に
垂
直
方
向
に
機
体
を

上
下
さ
せ
ま
す
。

　
離
着
陸
の
と
き
の
ヘ
リ
・
モ
ー
ド
と

水
平
飛
行
モ
ー
ド
を
上
空
で
切
り
替
え

る
の
が
大
変
難
し
く
、
乗
員
の
訓
練
も

大
変
な
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
か
オ
ス

プ
レ
イ
を
未
だ
ア
メ
リ
カ
で
配
備
さ
れ

た
こ
と
を
聞
い
て
い
ま
せ
ん
。

　
も
し
上
空
で
突
然
エ
ン
ジ
ン
が
故
障

し
た
と
き
、
従
来
の
ヘ
リ
は
機
体
に
比

べ
て
大
き
な
ロ
ー
タ
ー
を
空
転
し
て
減

速
し
て
降
下
で
き
ま
す
が
、
オ
ス
プ
レ

イ
で
は
そ
の
ロ
ー
タ
ー
が
機
体
の
割
に

小
さ
く
て
減
速
が
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ

ち
に
墜
落
し
て
地
面
に
激
突
し
て
し
ま

い
ま
す
。
水
平
飛
行
の
時
は
エ
ン
ジ
ン

が
故
障
す
れ
ば
、
従
来
の
固
定
翼
機
で

は
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
よ
う
に
滑
空
し
て
降

り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
機
体
に
比

し
て
狭
い
面
積
の
固
定
翼
の
オ
ス
プ
レ

イ
で
は
そ
れ
が
で
き
ま
せ
ん
。
地
面
に

到
達
し
て
も
大
き
な
ロ
ー
タ
ー
が
邪
魔

し
て
横
転
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
厚
木
基
地
か
ら
東
富
士
演
習
場
な
ど

各
地
へ
出
向
く
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
空
路

を
見
て
い
ま
す
と
、
滑
走
路
の
延
長
線

上
を
飛
ぶ
ば
か
り
で
な
く
、
基
地
周
辺

の
滑
走
路
の
延
長
線
と
直
角
の
方
向
に

向
き
を
拡
大
し
て
飛
ぶ
の
が
見
え
ま
す
。

オ
ス
プ
レ
イ
も
ヘ
リ
・
モ
ー
ド
で
飛
べ

る
か
ら
と
言
っ
て
、
従
来
の
ヘ
リ
の
よ

う
に
自
由
に
飛
ば
れ
た
ら
騒
音
地
帯
は

相
模
平
野
全
般
に
拡
が
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
様
々
な
オ
ス
プ
レ
イ
に

関
す
る
心
配
か
ら
の
世
論
対
策
で
し
ょ

う
か
、
沖
縄
の
普
天
間
に
配
備
す
る
に

あ
た
っ
て
日
米
両
政
府
は
合
意
書
を
結

び
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
進
入
及

び
出
発
経
路
は
で
き
る
限
り
、
学
校
や

病
院
を
含
む
人
口
密
集
地
帯
上
空
を
避

け
る
よ
う
設
定
す
る
。
可
能
な
限
り
水

上
を
飛
行
す
る
」。
モ
ー
ド
変
換
に
つ
い

て
は
「
通
常
米
軍
の
施
設
及
び
区
域
内

に
お
い
て
の
み
垂
直
離
着
陸
モ
ー
ド
で

飛
行
し
、
転
換
モ
ー
ド
で
の
飛
行
時
間

を
で
き
る
限
り
限
定
す
る
」。
こ
の
文
言

は
オ
ス
プ
レ
イ
の
機
体
の
欠
陥
を
日
米

両
政
府
と
も
認
識
し
て
い
る
こ
と
を
表

し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
厚
木
へ
飛
来
し

た
例
で
は
飛
行
経
路
、
モ
ー
ド
変
換
の

位
置
と
も
合
意
が
守
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

十
月
に
飛
来
し
た
時
も
基
地
北
側
町
田

市
付
近
上
空
で
固
定
翼
モ
ー
ド
か
ら
ヘ

リ
モ
ー
ド
へ
の
切
り
替
え
が
行
わ
れ
、

大
和
市
の
西
鶴
間
、
上
草
柳
上
空
を
ヘ

リ
モ
ー
ド
で
飛
ん
で
き
ま
し
た
。
大
和

市
に
は
水
上
を
飛
行
で
き
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
に
よ
っ
て
新
た
な
騒
音

源
が
発
生
す
る
わ
け
で
す
が
、
特
に
80

ヘ
ル
ツ
以
下
の
低
周
波
騒
音
発
生
の
健

康
へ
の
被
害
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
防
衛
省
沖
縄
防
衛
局
が
沖
縄
県
に
辺

野
古
へ
の
新
基
地
建
設
に
際
し
て
提
出

し
た
「
環
境
評
価
書
（
補
正
後
）」
に
米

国
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
ア
ト
ラ
ン

テ
ィ
ッ
ク
で
の
調
査
報
告
の
中
に
Ｍ
Ｖ

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
エ
ン
ジ
ン
テ
ス
ト
、

ホ
バ
リ
ン
グ
、
飛
行
時
の
低
周
波
騒
音

の
調
査
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

よ
る
と
20
ヘ
ル
ツ
の
音
に
音
圧
の
ピ
ー

ク
が
あ
り
、
エ
ン
ジ
ン
テ
ス
ト
の
場
合
、

機
体
か
ら
500
ｍ
離
れ
た
所
で
89
・
５
㏈
，

ホ
バ
リ
ン
グ
時
90
㏈
，
飛
行
時
112
・
９

㏈
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

オ
ス
プ
レ
イ
に
よ
る
低
周
波
騒
音
の
新

た
な
健
康
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　
　
　
♢
　
　
　
♢
　
　
　
♢

　
10
月
５
日
14
時
よ
り
、
厚
木
爆
同
学
習
会

（
大
和
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）
を
開
催
し
、

福
田
護
弁
護
士
（
第
四
次
厚
木
訴
訟
弁
護
団
・

神
奈
川
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
代
表
）
よ
り
、

「
集
団
的
自
衛
権
と
基
地
周
辺
住
民
に
つ
い

て
」
と
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
に
つ
い
て
」

の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
集
団
的
自
衛
権
」
に
つ
い
て
は
「
安
倍

政
権
の
戦
争
で
き
る
国
づ
く
り
が
急
速
に
進

み
、
今
年
か
ら
来
年
に
か
け
正
念
場
を
迎
え

る
」「
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
閣
議
決
定
は

平
和
主
義
、
国
民
を
権
力
か
ら
守
る
立
憲
主

義
、
国
民
主
権
に
違
反
す
る
」「
よ
り
軍
事

力
が
強
化
さ
れ
爆
音
被
害
の
増
大
、
基
地
の

拡
大
・
恒
久
化
に
つ
な
が
る
」
な
ど
の
問
題

点
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
問
題
」
に
つ

い
て
は
、「
放
送
法
に
受
信
料
支
払
い
の
義

務
や
罰
則
は
な
い
」「
不
払
い
全
期
間
の
請

求
を
さ
れ
て
も
５
年
の
時
効
を
主
張
で
き

る
」
な
ど
の
話
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
爆
同
第
１
回
平
和
講
座
を
11
月
16
日
18
時

　
日
米
安
保
に
お
け
る
両
国
の
関
係
は
、
当

初
の
「
友
好
」
か
ら
「
同
盟
」「
一
体
化
」
へ

と
大
体
20
年
置
き
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
そ
の
集
大
成
と
し
て
実
際
に
米
軍

と
共
に
戦
う
た
め
の
法
改
正
に
向
け
た
集
団

的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
が
あ
り
ま

し
た
。
主
導
し
た
の
は
外
務
省
で
、
同
時
に

自
衛
隊
の
国
際
貢
献
で
日
本
の
国
際
的
地
位

を
高
め
た
い
と
い
う
思
惑
が
あ
り
ま
す
。

　
集
団
的
自
衛
権
と
は
、
自
国
が
直
接
攻
撃

さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
国
に

対
す
る
武
力
攻
撃
を
実
力
を
も
っ
て
阻
止
す

る
権
利
。
つ
ま
り
「
他
国
防
衛
」
で
す
。

　
内
閣
法
制
局
が
、
戦
力
不
保
持
を
う
た
っ

て
い
る
９
条
を
持
ち
な
が
ら
個
別
的
自
衛
権

（
自
国
防
衛
）
を
認
め
て
き
た
の
は
、
同
じ

憲
法
の
前
文
に
あ
る
平
和
的
生
存
権
や
13
条

の
幸
福
追
求
権
を
根
拠
に
し
、
憲
法
全
体
と

し
て
は
、
さ
す
が
に
自
国
（
民
）
防
衛
は
禁

じ
て
い
な
い
、
と
し
て
き
た
か
ら
で
す
。
し

か
し
集
団
的
自
衛
権
に
つ
い
て
は
一
貫
し
て

「
そ
の
範
囲
を
超
え
る
の
で
行
使
で
き
な
い
」

と
し
て
き
ま
し
た
。

厚
木
爆
同
で
は
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
爆
音
被
害
の
原
因
で
あ
る
「
国
の
安
全
保

障
問
題
」
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
、
学
習
活
動
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
衆
議
院
選
挙
が
12
月
２
日
公
示
、

14
日
投
開
票
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
国
会
解
散
・
総
選
挙
は
、
憲

法
改
悪
を
め
ざ
し
安
倍
長
期
政
権
を

狙
う
政
治
的
打
算
に
よ
る
も
の
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
国
民
の
声
を
無
視
し

続
け
て
き
た
安
倍
政
権
に
、
厳
し
い

「
Ｎ
Ｏ
」
の
審
判
を
下
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
２
年
間
を
振
り
返
る
と
、
国

防
を
優
先
す
る
安
倍
政
権
は
多
く
の

国
民
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
特
定

秘
密
保
護
法
の
強
行
採
決
や
原
発
再

稼
働
の
推
進
、
武
器
輸
出
の
自
由
化
、

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
に
突
き

進
む
な
ど
暴
走
し
続
け
て
い
ま
す
。

憲
法
改
悪
と
戦
争
を
許
さ
な
い
た

め
、
安
倍
政
権
を
退
陣
に
追
い
込
も

う
！

　
　
　
♢
　
　
　
♢
　
　
　
♢

　
今
回
の
閣
議
決
定
で
問
題
に
な
っ
た
の
は

「
他
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生
し
、
こ
れ

に
よ
り
我
が
国
の
存
立
が
脅
か
さ
れ
、
国
民

の
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
の
権
利
が
根

底
か
ら
覆
さ
れ
る
明
白
な
危
険
が
あ
る
場
合

に
（
武
力
が
行
使
で
き
る
）」
の
部
分
で
し
ょ

う
。

　
こ
の
解
釈
に
つ
い
て
は
右
か
ら
も
左
か
ら

も
色
々
言
わ
れ
て
る
の
で
解
り
難
く
な
っ
て

ま
す
が
、「
国
民
の
生
命
や
権
利
が
〜
」
と
い

う
表
現
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
が
武
力
攻
撃
を

受
け
た
こ
と
を
想
定
し
て
使
わ
れ
て
き
た
言

葉
で
す
。
つ
ま
り
、
今
回
官
邸
と
外
務
省
に

対
峙
し
た
法
制
局
は
「
個
別
的
自
衛
権
の
範

囲
内
で
の
み
他
国
の
防
衛
が
で
き
る
」
と
決

着
さ
せ
た
の
で
す
。
個
別
的
自
衛
権
自
体
は

こ
れ
ま
で
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
発
動

さ
れ
た
こ
と
も
な
い
で
す
か
ら
、
実
は
何
も

変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
個
別
的
自
衛
権
の
範
囲
に
絡
め
取
ら
れ
た

こ
と
を
軽
く
見
て
い
る
官
邸
側
は
、
タ
ブ
ー

と
さ
れ
て
き
た
他
国
防
衛
の
可
能
性
を
開
い

た
こ
と
に
満
足
し
、
シ
ー
レ
ー
ン
防
衛
な
ど

の
法
案
づ
く
り
に
意
欲
を
み
せ
て
い
ま
す
。

し
か
し
閣
議
決
定
の
内
容
で
は
そ
れ
は
無
理

で
す
。
ゴ
リ
押
し
す
る
で
あ
ろ
う
政
権
側
に

「
法
の
番
人
」
で
あ
る
法
制
局
が
ど
う
対
応
す

る
か
見
も
の
で
す
。
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　（
爆
同
書
記
次
長
・
小
林
正
幸
）

よ
り
、
大
和
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
い

ま
し
た
。
講
師
の
中
野
新
弁
護
士
（
第
四
次

厚
木
爆
音
訴
訟
弁
護
団
長
）
よ
り
「
安
保
条

約
と
地
位
協
定
は
相
互
防
衛
条
約
で
は
な

く
、
米
国
が
必
要
と
す
る
軍
事
基
地
を
日
本

に
提
供
さ
せ
る
米
国
の
利
益
の
み
を
図
る
条

約
で
あ
る
」「
在
日
米
軍
駐
留
の
目
的
は
ア

メ
リ
カ
極
東
戦
略
上
の
利
便
を
日
本
に
提
供

さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
、
日
本
防
衛
を
目
的
と

す
る
も
の
で
は
な
い
」「
日
本
の
取
る
べ
き

道
は
非
戦
の
道
を
貫
き
、
戦
力
に
よ
ら
な
い

積
極
的
外
交
、
平
和
政
策
の
拡
大
で
あ
る
」

「
米
軍
の
行
動
を
制
約
す
る
た
め
第
四
次
厚

木
爆
音
訴
訟
で
米
軍
機
の
飛
行
差
し
止
め
を

勝
ち
取
ろ
う
」
と
熱
の
入
っ
た
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
平
和
講
座
は
今
後
も
第
２
回
・
秘
密
保
護

法
と
集
団
的
自
衛
権
（
12
月
13
日
16
時
・
大

和
市
渋
谷
学
習
セ
ン
タ
ー
）、
第
３
回
・
厚

木
訴
訟
と
厚
木
爆
同
運
動
（
１
月
31
日
16
時
・

大
和
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

こ
こ
が

気
に
な
る

集
団
的
自
衛
権

　何
が
変
わ
っ
た
か

　
10
月
25
日
、爆
同
会
員
39
名
が
参
加
し
「
基

地
視
察
」
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
厚
木
基

地
と
同
様
に
市
街
地
に
あ
り
、
航
空
機
騒
音

被
害
や
部
品
落
下
事
故
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る

「
米
軍
横
田
基
地
」
と
「
自
衛
隊
入
間
基
地
」

を
視
察
し
ま
し
た
。
横
田
基
地
で
は
爆
音
訴

訟
を
闘
っ
て
い
る
第
９
次
横
田
基
地
公
害
訴

訟
原
告
団
の
福
本
団
長
の
案
内
で
視
察
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
硫
黄
島
で
の
Ｎ
Ｌ
Ｐ

時
に
後
方
支
援
を
担
う
輸
送
機
が
配
備
さ
れ

て
い
る
「
自
衛
隊
入
間
基
地
」
の
視
察
も
行

い
ま
し
た
。

基地視察基地視察

住
民
の
生
命
を
脅
か
す
オ
ス
プ
レ
イ

住
民
の
生
命
を
脅
か
す
オ
ス
プ
レ
イ

墜
落
・
低
周
波
騒
音
・
日
米
合
意
違
反

墜
落
・
低
周
波
騒
音
・
日
米
合
意
違
反

衆
議
院
選
挙
に
む
け
て

衆
議
院
選
挙
に
む
け
て

爆
同
「
平
和
講
座
」
ひ
ら
く

爆
同
「
平
和
講
座
」
ひ
ら
く

厚
木
爆
同
副
委
員
長

　平

岡

幸

雄

厚
木
爆
同
副
委
員
長

　平

岡

幸

雄

今
日
ま
で
各
地
で
事
故
続
発

安
倍
政
権
に
〝
N
O
！
〞

前
代
未
聞
の
奇
妙
な
機
体
構
造

オ
ー
ト
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
不
能

　
　
　
　
墜
落
の
危
険
性
の
増
大

広
が
る
恐
れ
の
飛
行
ル
ー
ト

　
騒
音
・
墜
落
危
険
地
帯
の
拡
大

見
逃
せ
な
い
低
周
波
騒
音
の

　
　
　
　
　
　
健
康
へ
の
影
響

機
体
に
自
信
の
な
さ
が
垣
間
見
え
る

日
米
合
意
ー
そ
れ
さ
え
守
ら
な
い

実
際
の
米
軍
の
運
用

２
０
１
４
爆
同
学
習
会

第
1
回
爆
同
「
平
和
講
座
」

　
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
控
訴
審
の
進
展

が
速
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
よ
く
運

動
で「
数
は
力
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
今
後

の
運
動
を
考
え
る
と
爆
同
会
員
の
拡
大
が

重
要
と
言
え
ま
す
。
厚
木
爆
同
の
よ
う
な

地
域
住
民
運
動
に
お
い
て
は
、
一
人
ひ
と

り
が
問
題
意
識
を
持
ち
、
新
聞
や
テ
レ
ビ

等
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
対
し
、私
た
ち
が
平

和
で
安
全
な
生
活
を
す
る
た
め
、ど
う
す
る

か
を
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
安
倍
政
権
は
い
ま
平
和
憲
法
を
骨
抜
き
に

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
米
軍
に
対
し
年
間

三
千
億
円
の
思
い
や
り
予
算
を
国
民
の
税
金

か
ら
捻
出
し
日
米
軍
事
強
化
を
推
し
進
め
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
安
倍
政
権
に
反
論
で
き

る
だ
け
の
理
論
を
持
つ
よ
う
勉
強
し
、
仲
間

を
増
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
和
で
静
か
な
空
を
取
り
戻
す
た
め
、
爆
同

は
結
成
以
来
54
年
を
経
過
し
、
４
回
の
爆
音

訴
訟
で
い
ず
れ
も
「
違
法
な
爆
音
は
受
忍
限

度
を
超
え
て
い
る
」
と
の
判
決
を
勝
ち
取
っ

て
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
安
倍
政
権
は
ア

メ
リ
カ
に
対
し
「
米
軍
は
日
本
に
駐
留
し

て
下
さ
い
」
と
お
願
い
し
、
日
米
安
保
条

約
を
盾
に
「
地
位
協
定
」
な
る
不
平
等
条

約
を
結
び
、
独
立
国
日
本
と
は
思
え
な
い

差
別
条
約
を
平
然
と
継
続
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
厚
木
基
地
の
爆
音
が
無
く
な
ら
な

い
元
凶
で
す
。

　
私
た
ち
は
会
員
を
拡
大
し
、
目
前
に

迫
っ
た
衆
議
院
選
挙
、
来
年
四
月
の
統
一

地
方
選
挙
に
お
い
て
、
安
倍
政
権
を
支
持

す
る
政
党
・
会
派
を
激
減
さ
せ
、
護
憲
・

平
和
を
め
ざ
す
勢
力
を
拡
大
す
る
運
動
を

よ
り
一
層
強
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　（
大
和
南
１
支
部
長
・
矢
澤
洋
二
）

支
部
か
ら

こ
ん
に
ち
は
！

支
部
か
ら

こ
ん
に
ち
は
！

大
和
南
一
支
部

「
数
は
力
」会
員
拡
大
を

「
数
は
力
」会
員
拡
大
を

基地問題を学んだ爆同平和講座
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オスプレイの
飛来をやめろ！

　
オ
ス
プ
レ
イ
は
事
前
に
付
近
住
民
へ

の
説
明
も
な
く
、
と
う
と
う
厚
木
基
地

に
今
年
七
月
十
五
日
に
一
機
が
飛
来
し
、

次
い
で
八
月
十
八
日
、
四
機
が
、
さ
ら

に
十
月
二
十
五
日
に
一
機
、
十
一
月
六

日
に
三
機
が
飛
来
し
ま
し
た
。
つ
い
に

私
た
ち
は
オ
ス
プ
レ
イ
に
身
近
に
接
す

る
羽
目
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
こ
の
オ
ス
プ
レ
イ
の
私
た
ち

の
生
活
へ
の
影
響
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

私
た
ち
は
厚
木
基
地
に
新
し
く
配
備
さ

れ
る
機
体
を
い
く
つ
も
見
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
の
オ
ス
プ
レ
イ
は
従
来
の
常

識
を
超
え
た
危
険
性
を
は
ら
む
機
体
だ

と
言
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
オ
ス
プ
レ
イ
の
開
発
が
始
ま
っ
て
以

来
、
今
日
ま
で
各
地
で
事
故
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。

　
第
一
回
目
の
事
故
は
一
九
九
一
年
六

月
、
左
右
に
揺
れ
離
陸
後
エ
ン
ジ
ン
ナ

セ
ル
と
ロ
ー
タ
ー
が
接
地
し
転
覆
。
二

回
目
は
九
二
年
七
月
、
米
国
内
で
飛
行

中
エ
ン
ジ
ン
ナ
セ
ル
か
ら
出
火
し
て
、

機
体
は
ポ
ト
マ
ッ
ク
川
に
墜
落
七
名
死

亡
。
三
回
目
は
二
千
年
四
月
夜
間
演
習

中
墜
落
、
兵
員
含
む
十
九
名
死
亡
。
四

回
目
は
同
年
十
二
月
夜
間
訓
練
中
墜
落
、

四
名
死
亡
。
五
回
目
は
〇
九
年
燃
料
切

れ
で
不
時
着
、
草
地
が
燃
え
機
体
損
傷
。

六
回
目
は
一
〇
年
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
南

部
で
着
陸
に
失
敗
、
横
転
し
て
四
名
死

亡
。
七
回
目
は
モ
ロ
ッ
コ
で
揚
陸
艦
か

ら
離
艦
後
墜
落
、
二
名
死
亡
二
名
重
傷
。

八
回
目
は
十
二
年
六
月
ア
メ
リ
カ
・
フ

ロ
リ
ダ
州
南
部
で
墜
落
五
名
負
傷
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
何
故
、
事
故
が
多
発
し
た
の
か
と
い

え
ば
、
オ
ス
プ
レ
イ
は
構
造
に
無
理
が

あ
り
高
速
で
大
量
輸
送
で
き
る
固
定
翼

機
と
、
狭
い
と
こ
ろ
で
も
任
意
に
離
着

陸
で
き
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
機
能
を
一

つ
の
機
体
に
持
た
せ
た
こ
と
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。
即
ち
約
十
四
メ
ー
ト
ル
の

長
さ
の
水
平
固
定
翼
の
両
端
に
、
水
平

と
垂
直
に
向
き
を
変
え
ら
れ
る
エ
ン
ジ

ン
を
取
り
付
け
、
そ
の
先
端
に
直
径
十

一
・
五
八
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ー
タ
ー
を
と

り
つ
け
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
ロ
ー
タ
ー

が
水
平
飛
行
の
時
は
プ
ロ
ペ
ラ
と
し
て

機
体
を
水
平
に
推
進
し
、
離
着
陸
の
時

は
エ
ン
ジ
ン
が
垂
直
に
な
っ
て
ロ
ー

タ
ー
は
地
面
と
水
平
に
回
り
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
よ
う
に
垂
直
方
向
に
機
体
を

上
下
さ
せ
ま
す
。

　
離
着
陸
の
と
き
の
ヘ
リ
・
モ
ー
ド
と

水
平
飛
行
モ
ー
ド
を
上
空
で
切
り
替
え

る
の
が
大
変
難
し
く
、
乗
員
の
訓
練
も

大
変
な
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
か
オ
ス

プ
レ
イ
を
未
だ
ア
メ
リ
カ
で
配
備
さ
れ

た
こ
と
を
聞
い
て
い
ま
せ
ん
。

　
も
し
上
空
で
突
然
エ
ン
ジ
ン
が
故
障

し
た
と
き
、
従
来
の
ヘ
リ
は
機
体
に
比

べ
て
大
き
な
ロ
ー
タ
ー
を
空
転
し
て
減

速
し
て
降
下
で
き
ま
す
が
、
オ
ス
プ
レ

イ
で
は
そ
の
ロ
ー
タ
ー
が
機
体
の
割
に

小
さ
く
て
減
速
が
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ

ち
に
墜
落
し
て
地
面
に
激
突
し
て
し
ま

い
ま
す
。
水
平
飛
行
の
時
は
エ
ン
ジ
ン

が
故
障
す
れ
ば
、
従
来
の
固
定
翼
機
で

は
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
よ
う
に
滑
空
し
て
降

り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
機
体
に
比

し
て
狭
い
面
積
の
固
定
翼
の
オ
ス
プ
レ

イ
で
は
そ
れ
が
で
き
ま
せ
ん
。
地
面
に

到
達
し
て
も
大
き
な
ロ
ー
タ
ー
が
邪
魔

し
て
横
転
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
厚
木
基
地
か
ら
東
富
士
演
習
場
な
ど

各
地
へ
出
向
く
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
空
路

を
見
て
い
ま
す
と
、
滑
走
路
の
延
長
線

上
を
飛
ぶ
ば
か
り
で
な
く
、
基
地
周
辺

の
滑
走
路
の
延
長
線
と
直
角
の
方
向
に

向
き
を
拡
大
し
て
飛
ぶ
の
が
見
え
ま
す
。

オ
ス
プ
レ
イ
も
ヘ
リ
・
モ
ー
ド
で
飛
べ

る
か
ら
と
言
っ
て
、
従
来
の
ヘ
リ
の
よ

う
に
自
由
に
飛
ば
れ
た
ら
騒
音
地
帯
は

相
模
平
野
全
般
に
拡
が
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
様
々
な
オ
ス
プ
レ
イ
に

関
す
る
心
配
か
ら
の
世
論
対
策
で
し
ょ

う
か
、
沖
縄
の
普
天
間
に
配
備
す
る
に

あ
た
っ
て
日
米
両
政
府
は
合
意
書
を
結

び
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
進
入
及

び
出
発
経
路
は
で
き
る
限
り
、
学
校
や

病
院
を
含
む
人
口
密
集
地
帯
上
空
を
避

け
る
よ
う
設
定
す
る
。
可
能
な
限
り
水

上
を
飛
行
す
る
」。
モ
ー
ド
変
換
に
つ
い

て
は
「
通
常
米
軍
の
施
設
及
び
区
域
内

に
お
い
て
の
み
垂
直
離
着
陸
モ
ー
ド
で

飛
行
し
、
転
換
モ
ー
ド
で
の
飛
行
時
間

を
で
き
る
限
り
限
定
す
る
」。
こ
の
文
言

は
オ
ス
プ
レ
イ
の
機
体
の
欠
陥
を
日
米

両
政
府
と
も
認
識
し
て
い
る
こ
と
を
表

し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
厚
木
へ
飛
来
し

た
例
で
は
飛
行
経
路
、
モ
ー
ド
変
換
の

位
置
と
も
合
意
が
守
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

十
月
に
飛
来
し
た
時
も
基
地
北
側
町
田

市
付
近
上
空
で
固
定
翼
モ
ー
ド
か
ら
ヘ

リ
モ
ー
ド
へ
の
切
り
替
え
が
行
わ
れ
、

大
和
市
の
西
鶴
間
、
上
草
柳
上
空
を
ヘ

リ
モ
ー
ド
で
飛
ん
で
き
ま
し
た
。
大
和

市
に
は
水
上
を
飛
行
で
き
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
に
よ
っ
て
新
た
な
騒
音

源
が
発
生
す
る
わ
け
で
す
が
、
特
に
80

ヘ
ル
ツ
以
下
の
低
周
波
騒
音
発
生
の
健

康
へ
の
被
害
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
防
衛
省
沖
縄
防
衛
局
が
沖
縄
県
に
辺

野
古
へ
の
新
基
地
建
設
に
際
し
て
提
出

し
た
「
環
境
評
価
書
（
補
正
後
）」
に
米

国
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
ア
ト
ラ
ン

テ
ィ
ッ
ク
で
の
調
査
報
告
の
中
に
Ｍ
Ｖ

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
エ
ン
ジ
ン
テ
ス
ト
、

ホ
バ
リ
ン
グ
、
飛
行
時
の
低
周
波
騒
音

の
調
査
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

よ
る
と
20
ヘ
ル
ツ
の
音
に
音
圧
の
ピ
ー

ク
が
あ
り
、
エ
ン
ジ
ン
テ
ス
ト
の
場
合
、

機
体
か
ら
500
ｍ
離
れ
た
所
で
89
・
５
㏈
，

ホ
バ
リ
ン
グ
時
90
㏈
，
飛
行
時
112
・
９

㏈
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

オ
ス
プ
レ
イ
に
よ
る
低
周
波
騒
音
の
新

た
な
健
康
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　
　
　
♢
　
　
　
♢
　
　
　
♢

　
10
月
５
日
14
時
よ
り
、
厚
木
爆
同
学
習
会

（
大
和
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）
を
開
催
し
、

福
田
護
弁
護
士
（
第
四
次
厚
木
訴
訟
弁
護
団
・

神
奈
川
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
代
表
）
よ
り
、

「
集
団
的
自
衛
権
と
基
地
周
辺
住
民
に
つ
い

て
」
と
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
に
つ
い
て
」

の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
集
団
的
自
衛
権
」
に
つ
い
て
は
「
安
倍

政
権
の
戦
争
で
き
る
国
づ
く
り
が
急
速
に
進

み
、
今
年
か
ら
来
年
に
か
け
正
念
場
を
迎
え

る
」「
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
閣
議
決
定
は

平
和
主
義
、
国
民
を
権
力
か
ら
守
る
立
憲
主

義
、
国
民
主
権
に
違
反
す
る
」「
よ
り
軍
事

力
が
強
化
さ
れ
爆
音
被
害
の
増
大
、
基
地
の

拡
大
・
恒
久
化
に
つ
な
が
る
」
な
ど
の
問
題

点
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
問
題
」
に
つ

い
て
は
、「
放
送
法
に
受
信
料
支
払
い
の
義

務
や
罰
則
は
な
い
」「
不
払
い
全
期
間
の
請

求
を
さ
れ
て
も
５
年
の
時
効
を
主
張
で
き

る
」
な
ど
の
話
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
爆
同
第
１
回
平
和
講
座
を
11
月
16
日
18
時

　
日
米
安
保
に
お
け
る
両
国
の
関
係
は
、
当

初
の
「
友
好
」
か
ら
「
同
盟
」「
一
体
化
」
へ

と
大
体
20
年
置
き
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
そ
の
集
大
成
と
し
て
実
際
に
米
軍

と
共
に
戦
う
た
め
の
法
改
正
に
向
け
た
集
団

的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
が
あ
り
ま

し
た
。
主
導
し
た
の
は
外
務
省
で
、
同
時
に

自
衛
隊
の
国
際
貢
献
で
日
本
の
国
際
的
地
位

を
高
め
た
い
と
い
う
思
惑
が
あ
り
ま
す
。

　
集
団
的
自
衛
権
と
は
、
自
国
が
直
接
攻
撃

さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
国
に

対
す
る
武
力
攻
撃
を
実
力
を
も
っ
て
阻
止
す

る
権
利
。
つ
ま
り
「
他
国
防
衛
」
で
す
。

　
内
閣
法
制
局
が
、
戦
力
不
保
持
を
う
た
っ

て
い
る
９
条
を
持
ち
な
が
ら
個
別
的
自
衛
権

（
自
国
防
衛
）
を
認
め
て
き
た
の
は
、
同
じ

憲
法
の
前
文
に
あ
る
平
和
的
生
存
権
や
13
条

の
幸
福
追
求
権
を
根
拠
に
し
、
憲
法
全
体
と

し
て
は
、
さ
す
が
に
自
国
（
民
）
防
衛
は
禁

じ
て
い
な
い
、
と
し
て
き
た
か
ら
で
す
。
し

か
し
集
団
的
自
衛
権
に
つ
い
て
は
一
貫
し
て

「
そ
の
範
囲
を
超
え
る
の
で
行
使
で
き
な
い
」

と
し
て
き
ま
し
た
。

厚
木
爆
同
で
は
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
爆
音
被
害
の
原
因
で
あ
る
「
国
の
安
全
保

障
問
題
」
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
、
学
習
活
動
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
衆
議
院
選
挙
が
12
月
２
日
公
示
、

14
日
投
開
票
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
国
会
解
散
・
総
選
挙
は
、
憲

法
改
悪
を
め
ざ
し
安
倍
長
期
政
権
を

狙
う
政
治
的
打
算
に
よ
る
も
の
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
国
民
の
声
を
無
視
し

続
け
て
き
た
安
倍
政
権
に
、
厳
し
い

「
Ｎ
Ｏ
」
の
審
判
を
下
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
２
年
間
を
振
り
返
る
と
、
国

防
を
優
先
す
る
安
倍
政
権
は
多
く
の

国
民
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
特
定

秘
密
保
護
法
の
強
行
採
決
や
原
発
再

稼
働
の
推
進
、
武
器
輸
出
の
自
由
化
、

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
に
突
き

進
む
な
ど
暴
走
し
続
け
て
い
ま
す
。

憲
法
改
悪
と
戦
争
を
許
さ
な
い
た

め
、
安
倍
政
権
を
退
陣
に
追
い
込
も

う
！

　
　
　
♢
　
　
　
♢
　
　
　
♢

　
今
回
の
閣
議
決
定
で
問
題
に
な
っ
た
の
は

「
他
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生
し
、
こ
れ

に
よ
り
我
が
国
の
存
立
が
脅
か
さ
れ
、
国
民

の
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
の
権
利
が
根

底
か
ら
覆
さ
れ
る
明
白
な
危
険
が
あ
る
場
合

に
（
武
力
が
行
使
で
き
る
）」
の
部
分
で
し
ょ

う
。

　
こ
の
解
釈
に
つ
い
て
は
右
か
ら
も
左
か
ら

も
色
々
言
わ
れ
て
る
の
で
解
り
難
く
な
っ
て

ま
す
が
、「
国
民
の
生
命
や
権
利
が
〜
」
と
い

う
表
現
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
が
武
力
攻
撃
を

受
け
た
こ
と
を
想
定
し
て
使
わ
れ
て
き
た
言

葉
で
す
。
つ
ま
り
、
今
回
官
邸
と
外
務
省
に

対
峙
し
た
法
制
局
は
「
個
別
的
自
衛
権
の
範

囲
内
で
の
み
他
国
の
防
衛
が
で
き
る
」
と
決

着
さ
せ
た
の
で
す
。
個
別
的
自
衛
権
自
体
は

こ
れ
ま
で
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
発
動

さ
れ
た
こ
と
も
な
い
で
す
か
ら
、
実
は
何
も

変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
個
別
的
自
衛
権
の
範
囲
に
絡
め
取
ら
れ
た

こ
と
を
軽
く
見
て
い
る
官
邸
側
は
、
タ
ブ
ー

と
さ
れ
て
き
た
他
国
防
衛
の
可
能
性
を
開
い

た
こ
と
に
満
足
し
、
シ
ー
レ
ー
ン
防
衛
な
ど

の
法
案
づ
く
り
に
意
欲
を
み
せ
て
い
ま
す
。

し
か
し
閣
議
決
定
の
内
容
で
は
そ
れ
は
無
理

で
す
。
ゴ
リ
押
し
す
る
で
あ
ろ
う
政
権
側
に

「
法
の
番
人
」
で
あ
る
法
制
局
が
ど
う
対
応
す

る
か
見
も
の
で
す
。
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　（
爆
同
書
記
次
長
・
小
林
正
幸
）

よ
り
、
大
和
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
い

ま
し
た
。
講
師
の
中
野
新
弁
護
士
（
第
四
次

厚
木
爆
音
訴
訟
弁
護
団
長
）
よ
り
「
安
保
条

約
と
地
位
協
定
は
相
互
防
衛
条
約
で
は
な

く
、
米
国
が
必
要
と
す
る
軍
事
基
地
を
日
本

に
提
供
さ
せ
る
米
国
の
利
益
の
み
を
図
る
条

約
で
あ
る
」「
在
日
米
軍
駐
留
の
目
的
は
ア

メ
リ
カ
極
東
戦
略
上
の
利
便
を
日
本
に
提
供

さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
、
日
本
防
衛
を
目
的
と

す
る
も
の
で
は
な
い
」「
日
本
の
取
る
べ
き

道
は
非
戦
の
道
を
貫
き
、
戦
力
に
よ
ら
な
い

積
極
的
外
交
、
平
和
政
策
の
拡
大
で
あ
る
」

「
米
軍
の
行
動
を
制
約
す
る
た
め
第
四
次
厚

木
爆
音
訴
訟
で
米
軍
機
の
飛
行
差
し
止
め
を

勝
ち
取
ろ
う
」
と
熱
の
入
っ
た
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
平
和
講
座
は
今
後
も
第
２
回
・
秘
密
保
護

法
と
集
団
的
自
衛
権
（
12
月
13
日
16
時
・
大

和
市
渋
谷
学
習
セ
ン
タ
ー
）、
第
３
回
・
厚

木
訴
訟
と
厚
木
爆
同
運
動
（
１
月
31
日
16
時
・

大
和
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

こ
こ
が

気
に
な
る

集
団
的
自
衛
権

　何
が
変
わ
っ
た
か

　
10
月
25
日
、爆
同
会
員
39
名
が
参
加
し
「
基

地
視
察
」
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
厚
木
基

地
と
同
様
に
市
街
地
に
あ
り
、
航
空
機
騒
音

被
害
や
部
品
落
下
事
故
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る

「
米
軍
横
田
基
地
」
と
「
自
衛
隊
入
間
基
地
」

を
視
察
し
ま
し
た
。
横
田
基
地
で
は
爆
音
訴

訟
を
闘
っ
て
い
る
第
９
次
横
田
基
地
公
害
訴

訟
原
告
団
の
福
本
団
長
の
案
内
で
視
察
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
硫
黄
島
で
の
Ｎ
Ｌ
Ｐ

時
に
後
方
支
援
を
担
う
輸
送
機
が
配
備
さ
れ

て
い
る
「
自
衛
隊
入
間
基
地
」
の
視
察
も
行

い
ま
し
た
。

基地視察基地視察

住
民
の
生
命
を
脅
か
す
オ
ス
プ
レ
イ

住
民
の
生
命
を
脅
か
す
オ
ス
プ
レ
イ

墜
落
・
低
周
波
騒
音
・
日
米
合
意
違
反

墜
落
・
低
周
波
騒
音
・
日
米
合
意
違
反

衆
議
院
選
挙
に
む
け
て

衆
議
院
選
挙
に
む
け
て

爆
同
「
平
和
講
座
」
ひ
ら
く

爆
同
「
平
和
講
座
」
ひ
ら
く

厚
木
爆
同
副
委
員
長

　平

岡

幸

雄

厚
木
爆
同
副
委
員
長

　平

岡

幸

雄

今
日
ま
で
各
地
で
事
故
続
発

安
倍
政
権
に
〝
N
O
！
〞

前
代
未
聞
の
奇
妙
な
機
体
構
造

オ
ー
ト
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
不
能

　
　
　
　
墜
落
の
危
険
性
の
増
大

広
が
る
恐
れ
の
飛
行
ル
ー
ト

　
騒
音
・
墜
落
危
険
地
帯
の
拡
大

見
逃
せ
な
い
低
周
波
騒
音
の

　
　
　
　
　
　
健
康
へ
の
影
響

機
体
に
自
信
の
な
さ
が
垣
間
見
え
る

日
米
合
意
ー
そ
れ
さ
え
守
ら
な
い

実
際
の
米
軍
の
運
用

２
０
１
４
爆
同
学
習
会

第
1
回
爆
同
「
平
和
講
座
」

　
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟
控
訴
審
の
進
展

が
速
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
よ
く
運

動
で「
数
は
力
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
今
後

の
運
動
を
考
え
る
と
爆
同
会
員
の
拡
大
が

重
要
と
言
え
ま
す
。
厚
木
爆
同
の
よ
う
な

地
域
住
民
運
動
に
お
い
て
は
、
一
人
ひ
と

り
が
問
題
意
識
を
持
ち
、
新
聞
や
テ
レ
ビ

等
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
対
し
、私
た
ち
が
平

和
で
安
全
な
生
活
を
す
る
た
め
、ど
う
す
る

か
を
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
安
倍
政
権
は
い
ま
平
和
憲
法
を
骨
抜
き
に

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
米
軍
に
対
し
年
間

三
千
億
円
の
思
い
や
り
予
算
を
国
民
の
税
金

か
ら
捻
出
し
日
米
軍
事
強
化
を
推
し
進
め
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
安
倍
政
権
に
反
論
で
き

る
だ
け
の
理
論
を
持
つ
よ
う
勉
強
し
、
仲
間

を
増
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
和
で
静
か
な
空
を
取
り
戻
す
た
め
、
爆
同

は
結
成
以
来
54
年
を
経
過
し
、
４
回
の
爆
音

訴
訟
で
い
ず
れ
も
「
違
法
な
爆
音
は
受
忍
限

度
を
超
え
て
い
る
」
と
の
判
決
を
勝
ち
取
っ

て
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
安
倍
政
権
は
ア

メ
リ
カ
に
対
し
「
米
軍
は
日
本
に
駐
留
し

て
下
さ
い
」
と
お
願
い
し
、
日
米
安
保
条

約
を
盾
に
「
地
位
協
定
」
な
る
不
平
等
条

約
を
結
び
、
独
立
国
日
本
と
は
思
え
な
い

差
別
条
約
を
平
然
と
継
続
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
厚
木
基
地
の
爆
音
が
無
く
な
ら
な

い
元
凶
で
す
。

　
私
た
ち
は
会
員
を
拡
大
し
、
目
前
に

迫
っ
た
衆
議
院
選
挙
、
来
年
四
月
の
統
一

地
方
選
挙
に
お
い
て
、
安
倍
政
権
を
支
持

す
る
政
党
・
会
派
を
激
減
さ
せ
、
護
憲
・

平
和
を
め
ざ
す
勢
力
を
拡
大
す
る
運
動
を

よ
り
一
層
強
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　（
大
和
南
１
支
部
長
・
矢
澤
洋
二
）

支
部
か
ら

こ
ん
に
ち
は
！

支
部
か
ら

こ
ん
に
ち
は
！

大
和
南
一
支
部

「
数
は
力
」会
員
拡
大
を

「
数
は
力
」会
員
拡
大
を

基地問題を学んだ爆同平和講座


